
プラスチック資源循環の　
　取り組み状況と 国際動向　　 

市民
ごみ大学
セミナー

参加費　
会員・学生：無料
　　 一般：500 円

(資料代 )

申込み不要。

直接会場へおいでください。

会場 アクティ・ココブンジ    Ｂ会議室
国分寺駅 北口 徒歩 3 分

〒 184-0013 
東京都小金井市前原町 4-11-15 井上方
TEL：080-1131-6205/080-9291-3623 
FAX：042-383-1668
e-mail：gomikan21@yahoo.co.jp
HP：https://gomikan21.com/

ごみ・環境ビジョン21

環境省  環境再生・資源循環局
容器包装・プラスチック資源循環室
　　　　　　　　　　　　　室長　井上 雄祐  さん

講
師

　海洋プラスチックごみ問題や気候変動問題などへの対応として、プラスチック使用製品の設計から廃棄物
処理までに関わる、あらゆる主体のプラスチック資源循環の取り組み（3 Ｒ＋ Renewable）を促進するため、
2021 年 6 月にプラスチック資源循環法（以下、プラ新法）が公布され、2022 年 4 月から施行されました。
　プラ新法には、次の 5 つの施策が盛り込まれています。
　① 製造事業者によるプラスチック使用製品の環境配慮設計（努力義務化）
　② 小売・サービス事業者の提供する使い捨てプラスチック製品の削減（義務化）
　③ 自治体による製品プラスチックの一括回収（努力義務化）
　④ 製造・販売事業者等による使用済みプラスチック使用製品の自主回収
　⑤ 排出事業者のプラスチック廃棄物の排出抑制・リサイクル（義務化）
　①～④の施策は、いずれも消費者の対応を前提としており、消費者には対応が期待されています。また、
自治体には、③の施策の実施や消費者の対応を促す啓発が求められます。
　そこで、各施策に対する消費者の理解を深めるため、プラ新法施行後のプラスチック資源循環の取り組み
の現状と関連する国際動向について、環境省の井上雄祐さんから伺います。
　なお、講演と質疑は多少早めに終了し、残りの時間を消費者の取り組みについての参加者同士の意見交換
に当てる予定です。ご参加をお待ちしております。

 6 月28 日 ( 金 )
　  14：00 ～ 16：00

2024 年

写真 /一般社団法人ＪＥＡＮ

こくぶんじ市民活動センター

南口南口

北口

←立川 新宿→

　042-327-3771
アクティ・ココブンジ

ＪＲ・西武線　
国分寺駅

cocobunji  west
 （ミーツ国分寺） cocobunji  EAST

3 階

★裏面の詳細地図をご覧ください




